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ダッチオーブンでチキンライス�お味はいかが？
　７月６日～７日に、少年自然の家（宗像市）で鞍手町子ども会連
絡協議会による野外生活リーダー研修が行われ、町内の小学生 45
人が参加しました。今年の野外炊飯は、ダッチオーブンを使ったチ
キンライスづくりに挑戦�まき割りや火おこし、食材の切り分けな
ど役割を分担して、それぞれが責任を持って取り組み、最後はみ
んなで仲良く、美味しそうにチキンライスをほおばっていました。
　仲間と協力することの素晴らしさや達成感を味わうことができた
のではないでしょうか。
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屋上緑化を施したテラス（３階）　イメージ図 敷地内緑化により四季を感じられる屋外エリア　イメージ図

新くらて病院　イメージ図

く
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て
病
院
移
転
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建
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伴
う
経
緯

１  

新
病
院
建
設
の
必
要
性
と

基
本
構
想
の
策
定

　

く
ら
て
病
院
は
、
昭
和
40
年
に
５
診
療
科

57
床
で
開
設
し
て
以
来
、
地
域
住
民
の
需
要

に
即
し
て
診
療
機
能
を
拡
充
し
、
現
在
で
は

22
診
療
科
２
２
２
床
ま
で
そ
の
規
模
を
拡
大

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
13
年
に
は
、
介
護

老
人
保
健
施
設
60
床
を
併
設
し
、
患
者
や
利

用
者
の
疾
病
や
身
体
状
況
に
沿
っ
た
切
れ
目
の

な
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
25
年
４
月
に
は
、
そ
の
経

営
形
態
を
町
立
か
ら
地
方
独
立
行
政
法
人
へ

と
移
行
し
、
地
域
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
病
院

や
施
設
と
し
て
、
安
全
・
安
心
な
医
療
・
介

護
の
提
供
や
住
民
の
健
康
の
維
持
・
増
進
と

経
営
基
盤
の
安
定
化
が
両
立
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
主
要
な
施
設
は
建
設
か
ら
35
年

以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
に
よ
り
毎
年
多
く

の
修
繕
費
用
を
要
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

診
療
科
の
増
加
に
伴
う
診
察
室
不
足
や
多
床

室
を
中
心
と
し
た
病
室
構
成
、
非
効
率
な
動

線
な
ど
の
課
題
が
あ
る
ほ
か
、
外
来
・
入
院

機
能
の
多
く
が
35
年
以
上
経
過
し
た
建
物
に

集
中
し
て
お
り
、
昭
和
56
年
以
前
に
建
設
さ

れ
た
部
分
に
お
い
て
は
新
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
お
ら
ず
、
高
齢
化
が
著
し
い
地
域
の
需

要
に
即
し
た
診
療
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、建
替
え
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
く
ら
て
病
院
が
鞍
手
町
唯
一

の
病
院
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
医
療
や
介

護
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
福
岡

県
が
策
定
し
た
地
域
医
療
構
想
や
国
の
医
療

政
策
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
将
来
に
わ

た
っ
て
町
民
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
に
安

全
・
安
心
な
医
療
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
を

目
的
に
、
町
に
お
い
て
平
成
27
年
12
月
に
く

ら
て
病
院
整
備
基
本
構
想
検
討
委
員
会
を
設

置
し
て
検
討
を
重
ね
、
平
成
29
年
２
月
に
新

病
院
整
備
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

２  

新
病
院
が
果
た
す
べ
き

　

  　
　
　
　

 

役
割
の
方
向
性

　

く
ら
て
病
院
は
、
高
齢
化
に
伴
う
医
療
制

度
改
革
や
福
岡
県
が
策
定
し
た
地
域
医
療
構

想
を
見
据
え
、
現
状
と
課
題
を
認
識
し
な
が

ら
、
地
域
住
民
に
対
し
て
利
用
可
能
な
医
療

資
源
を
有
効
活
用
し
、
安
全
・
安
心
な
医
療
・

介
護
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

医
師
確
保
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新

病
院
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
方
向
性
を
次
の

と
お
り
定
め
て
い
ま
す
。

◆
鞍
手
町
唯
一
の
病
院
と
し
て
の
機
能

患
者
の
疾
病
や
身
体
の
状
況
に
沿
っ
た 

入
院
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

◆
地
域
に
な
い
診
療
科
の
補
完

地
域
に
な
い
専
門
的
な
診
療
機
能
の
補
完

に
努
め
ま
す
。

◆
他
医
療
機
関
と
の
機
能
分
化
と
連
携

他
医
療
機
関
と
の
機
能
分
化
・
連
携
に
よ

り
、
限
り
あ
る
医
療
資
源
で
最
大
の
効
果

を
得
ら
れ
る
診
療
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

◆
救
急
医
療
の
さ
ら
な
る
強
化

高
齢
化
に
伴
い
需
要
が
高
ま
る
救
急
医
療

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
管
外
搬
送
の
多
い

診
療
分
野
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
予
防
医
療
へ
の
取
組

地
域
住
民
の
健
康
維
持
・
疾
病
予
防
の
役

割
を
担
う
た
め
、予
防
医
療
を
推
進
し
ま
す
。

◆
耐
震
化
へ
の
取
組

鞍
手
町
唯
一
の
病
院
と
し
て
、
災
害
時

の
医
療
拠
点
と
し
て
機
能
で
き
る
よ
う 

耐
震
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
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内科
循環器内科
呼吸器内科
消化器内科
脳神経内科
糖尿病内科
腎臓内科
透析（外来診療のみ）
外科
乳腺外科
整形外科
皮膚科
形成外科
脳神経外科
泌尿器科
小児科
リハビリテーション科
血液内科
リウマチ科
眼科
耳鼻咽喉科
放射線科

内科
循環器内科
呼吸器内科
消化器内科
脳神経内科
糖尿病内科
腎臓内科
透析
外科
乳腺外科
整形外科
皮膚科
形成外科
脳神経外科
泌尿器科
小児科
リハビリテーション科
血液内科
リウマチ科
眼科
耳鼻咽喉科
放射線科
麻酔科

常勤医師による診療

現　状 新病院移行後

※平成 31 年４月現在
※新病院移行後に適宜医師の招へいを目指します。
　なお、需要によって変更になる場合があります。

急性期から慢性期まで需要や制度改正に
柔軟に対応する入院診療の提供

専門医による診療のさらなる充実

急性期医療の積極的な推進

地域に欠けた診療科の補完

診療機能に応じた断らない救急医療

新病院を医療の拠点、老健棟を介護の拠点
とし、医療・介護の中心的な役割を担う

３つの環境づくり

建物概要
●建築面積　　約 5,100 ㎡
●延べ面積　　約 16,500 ㎡
●構　造　　　鉄筋コンクリート造
●階　数　　　５階建て
●病床数　　　222 床（現病院と同じ）

くらて病院の診療体制

くらてグリーンホスピタル
新病院は、病院敷地を囲うように緑化を施し、
やすらぎと癒しを提供します。

基本的な運営方針

３− 2019. ８

車両
動線

車両
動線

患者が安心して治療を受けられる
療育環境づくり

スタッフが働きやすい環境づくり
（効率性・快適性・コミュニケーション）

地域に開かれた開放的な環境づくり



収支計画

建設スケジュール
◆令和２年１月～令和３年３月
◆工事は、地域住民や児童・生徒の安全確保を徹底します。また、騒音や粉じん、振動に対する配慮を行います。
◆このスケジュールは予定であり、手続等により多少前後することがあります。

年／月
令和 2 年 令和３年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

工事工程 準備・基礎工事 建築本体工事 外構
工事

竣工
検査
引渡し

建物概要

　病院の出入口は建物東側に主玄関、北側にサブ玄関があり、北側は産業道路のバス停から出入りできます。救急や時間
外の出入口は南側としています。また、おおむね１階部分で外来診療を完結できるよう、１階に内科系と外科系のすべて
の診察室や検査・画像診断を集約し、主玄関のそばに設ける講堂は、会議や研修会、健康教室などに利用できるほか、災
害時には福祉避難所として利用することもできます。これまで、診察待ちの時間に入院患者やその家族、お見舞いの人の
目に触れていた部分は、格子状の壁により遮ることで、受診していることを知られないようプライバシーにも配慮してい
ます。このほか、検査時（採血や検尿）などの動線にも配慮しています。
　これまで専用の診察室がなく曜日ごとに診察室を変更していた皮膚・形成外科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、小児科に
は専用の診察室を設けるほか、自宅での生活を送りながらがん治療を行えるよう、外来化学療法も専用のブースを確
保し、より快適に治療を受けることができる環境を提供します。

▲個室には、シャワーやトイレを完備▲４人部屋は、ベッド間隔を２m 程度
　設け、ゆとりあるスペースを確保

▲明るい病棟デイルーム ▲見通しの良い通路 ▲わかりやすさに配慮した受付

病棟は３～５階に配置

新病院が開院する令和３年度から５年間は、新病院建設に合わせて整備する医療機器等の減価償却費が多額となることから損益は赤字になると見
込んでいます。しかし、その減価償却費が少額となる令和８年度以降は黒字に転じる見込みです。　　　　　　　　　　　　　  　（単位 : 百万円）

区　分 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和６年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度

経常収益 3,226 3,605 3,886 4,048 4,084 4,107 4,145 4,155 4,193

経常費用 3,268 3,553 4,152 4,171 4,193 4,207 4,241 4,031 4,048

損　益 △ 42 52 △ 267 △ 123 △ 109 △ 100 △ 96 124 145

※くらて病院整備基本構想（平成 30 年 10 月改訂）による収支見込みです。

外来は１～２階の低層部に集約

2019. ８−４

●出入口 東側に主玄関、北側にサブ玄関を設
置。北側は産業道路のバス停から出
入り可能

●外来診療 診療室や検査室などのほとんどを１階
部分に集約

●病棟 ３～５階に配置。病室は個室と４人
部屋

●屋上庭園 ３階に設置

▼



項　目 概算事業費 備　考

用地費 １億 4,504 万円  造成費（撤去費含む）
旧町立野球場地質調査費、測量費

設計管理費 ２億 2,112 万円 基本設計、実施設計、工事監理

建築工事費 59 億 4,000 万円 @36 万円× 16,500 ㎡

医療機器等
整備費 ７億 5,000 万円

その他 １億円 備品、引越し費用等

合　計 71 億 5,616 万円

※１　概算事業費は、平成 31 年４月時点の金額です。
※２　建築工事費は、実施設計を行っていない現段階では正確に見込めない
　　　ため、国が定める建築単価の基準（１㎡当たり 36 万円）に新病院の
　　　延べ面積 16,500 ㎡を乗じて試算しています。

病院債（借入金）
34 億 9,100 万円

国からの交付税算入額（病院債の 25％）
８億 7,275 万円

くらて病院の実質負担額（病院債の 75％）
26 億 1,825 万円

過疎債（借入金）
34 億 9,100 万円

くらて病院の実質負担額（過疎債の 30％）
10 億 4,730 万円

国からの交付税算入額（過疎債の 70％）
24 億 4,370 万円

自己資金
１億 7,416 万円

くらて病院の実質負担額
1 億 7,416 万円

※上記の財源内訳イメージには、借入金（病院債及び過疎債）に対
する利息を含んでいません。

財源内訳のイメージ
事業費概要の総額 71 億 5,616 万円のうち、くらて病院
が実質的に負担する額は 38 億 3,971 万円（概算事業費
総額の 54％）を見込んでいます。

概算事業費

事業費概要（概算）

災害時の拠点として機能
　大規模災害に対応するため、新病院は、災害時の拠点として機能を発揮できる施設としています。
　地震に対する重要度係数が一般的な建物の 1.5 倍の耐震構造となっており、阪神・淡路大震災に耐えら
れる強度の 1.5 倍あります。また、搬送患者が病院内に収まり切れない場合は、駐車場にテントなどを設
置して対応できます。

地域住民に開かれた病院に
　病院としての環境を堅持しながら
地域住民に開かれた施設とするため、
誰もが気軽に立ち寄れる情報発信の
場を設け、主玄関のそばに受付や相
談室を配置しています。
　また、エントランスホールを大きく
して、くつろげるエリアを配置し、健
康教室などを開催する講堂は、会議
や研修会など多目的に利用が可能で
す。 ▲地域に開かれたエントランスホール▲多目的に利用可能な講堂

５− 2019. ８

避難所にもなる駐車場簡易ベッドなど
の配置スペース

●問い合わせ  地方独立行政法人  くらて病院☎ 0949-42-1231
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子育て
世帯を応援

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
が

10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
�

対象の
子ども

対象
費用

３～５歳児
及び住民税非課税世帯の０～２歳児

【無償化の対象となる保育サービスの主な例】

●問い合わせ　鞍手町役場福祉人権課児童人権係☎ 0949-42-2111（内線 241・242）

通園送迎費、食材料費、行事費などは
無償化の対象外です

子どもが２人以上の世帯の
負担軽減のために

就学前の障害児の発達支援を利用する子どもについても、３歳から５歳までの利用料が無償化されます。

幼稚園、保育所、認定こども園などの利用料

満３歳になった後の４月１日から小学校入学前までの３年間が無償化
の対象です。ただし、幼稚園については、入園できる時期に合わせて、
満３歳から無償化します。

上表の手続き欄で「施設を通じて案内します」となっている場合でも、８月中に案内がない
場合は、町に申し出てください。

これまで、保育所、認定こども園（保育所部分）
利用の場合、副食（おかず・おやつ等）の費
用は利用料に含まれていました。保育所利用
の場合、無償化後は副食の費用が保育所から
徴収されます。

保育所等を利用する最年長の子どもを第１子
（無償化される場合も含む）とカウントして、
０歳から２歳までの第２子は半額、第３子以
降は無償となる現行制度は継続します。なお、
年収 360 万円未満相当世帯については、第 1
子の年齢は問いません。

※１：市町村の認可を受けた、０～２歳児を対象とする小規模の保育事業
※２：満３歳児については、市町村民税非課税世帯の子どもに限られます。その場合、最大月額

16,300 円までの範囲で無償化されます。
※３：無償化の対象となる認可外保育施設は、県等に届出を行い、国が定める基準を満たすことが

必要です（基準については、５年間の猶予期間あり）。

保育サービス 無償化の範囲 手続き
子ども・子育て支援制度の対象で
ある幼稚園、保育所、認定こども
園、地域型保育※１ 利用料全額

なし

企業主導型保育事業（標準的な利
用料）

利用している施設に確認してく
ださい。

子ども・子育て支援制度の対象と
ならない幼稚園

【鞍手幼稚園】

月額 25,700 円まで（国立大
学付属幼稚園 8,700 円、国立
特別支援学校幼稚部 400 円）

施設を通じて案内します。

幼稚園、国立大学附属幼稚園、特
別支援学校幼稚部、認定こども園

（幼稚園部分）の預かり保育

利用日数に応じて、
最大月額 11,300 円まで※２

「
保
育
の
必
要
性
の
認
定
」
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

施設を通じて案内します。

認可外保育施設※３（ベビーシッ
ター、認可外の事業所内保育等を
含む）
㊟保育所、認定こども園等を利用できてい

ない人が対象です
▷３～５歳児は、
　月額 37,000 円まで
▷住民税非課税世帯の
　０～２歳児は、
　月額 42,000 円まで

町内の施設を利用する人
には施設を通じて案内し
ます。町外の施設を利用
する人は、町に申し出て
ください。

一時預かり事業
㊟保育所、認定こども園等を利用できてい

ない人が対象です

施設との間で利用日等が
決定したら町に申し出て
ください。

病児保育事業
㊟保育所、認定こども園等を利用できてい

ない人が対象です

登録している人に町から
案内します。
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令和２年４月採用予定

鞍手町職員採用試験
【募集職種】
▶一般事務 ▶保育士

【申込締切】

８月 16 日（金）

※郵送の場合は、同日必着（消印不可）

【１次試験】

▶日時 ９月 22 日（日）

▶会場 鞍手町中央公民館

一般事務　10:00 試験開始
保 育 士　12:50 試験開始

（鞍手町大字小牧 2105 番地）

職　種 一般事務 保育士

仕事内容

町長部局、議会事務局、農
業委員会事務局、教育委員
会事務局、水道事業等で事
務の業務に従事します。

町立保育所で保育士の業務
に従事します。

募集人員 ２人程度 ２人程度

受験資格

平成７年４月２日から平成
14 年４月１日までに生ま
れた人

昭和 61 年４月２日以降に
生まれた人で、保育士の資
格を有する人または令和２
年３月 31 日までに取得が
見込まれる人

試験科目
・教養試験
・事務適性検査
・職場適応性検査

・職場適応性検査
・保育士専門試験

初任給
（例）

高校卒　148,600 円
短大卒　158,300 円
大学卒　170,100 円

短大卒　170,700 円

※前歴の有無や学歴区分によって加算される場合があります。

【申込方法】役場総務課人事係で配付している申込書に記入し、８月16日（金）まで（土・日・祝日は除く）に
提出してください。受付時間は8:30～ 17:15（木曜日は19:00まで）です。また、郵便で申し込む場合は、「採
用試験申込書在中」と朱書きした封筒に申込書と82円切手を貼ったあて先明記の返信用封筒を同封してください
（８月16日必着）。
※郵便で申込書を請求する場合は、「採用試験申込書請求」と朱書きした封筒に120円切手を貼ったあて先明記の返信用封筒（角形２号）を
　同封して請求してください。

【申込・問い合わせ】鞍手町役場総務課人事係　〒807-1312　鞍手郡鞍手町大字中山3705番地　☎0949-42-2111

　私は現在、４歳児を担任しています。４歳児となると 
自分の気持ちを少しずつ伝えることができるようになり、
製作では、まずは子どもたちの意見・アイデアを聞いて
取り組むようにしています。子どもたちは、私には思いつ
かないようなアイデアをたくさん教えてくれて、そのアイ
デアを一つの作品として完成させるまでには、準備や作業
など大変なこともありますが、完成した時の子どもたち
の笑顔や喜ぶ姿を見て、とてもやりがいを感じています。
　子どもたちの成長を見守り支えながら、自分自身も成長で
きる仕事です。私たちと一緒に町立保育所で働きませんか。

古月保育所

冨田  沙紀

保育士・採用１年目

　私は、上司のことを「ボス」と呼んでいます。これは
私だけではなく係員全員がそう呼んでいます。なにが 
言いたいのかというと「ボス」と呼べる仲になるほどの
信頼関係があるということです。
　これは一例であり、諸先輩方は、常に私たち後輩の 
目線に立って物事を考えてくれます。だからこそ、どんな
業務にも、失敗を恐れず全力で取り組むことができます。
　鞍手町は「夢のある町」です。よく友だちから「鞍手
にはなにもない」と言われますが、なにもないからこそ、
夢があるのです。私と一緒に夢を追いかけましょう。

一般事務・採用６年目

地域振興課

石井  惇基働
く
先
輩
の
声  
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　「願いが叶うといいなぁ」と保育所の子どもたちが一生懸
命に作った七夕飾りが古月保育所から中央公民館に、また、
剣第一保育所から鞍寿の里に贈られました。
　７月５日、七夕飾りを贈るために鞍寿の里を訪問した剣
第一保育所の年長児たちは、おじいちゃんやおばあちゃん
に歌や踊りを見てもらったり、一緒に手遊びの相手をして
もらったりと優しい時間を過ごしていました。季節感を届
けて、お土産にたくさんの拍手と「かわいいね」の声をも
らうすてきな七夕イベントとなったようです。

七夕に願いを込めて
▶町立保育所の子どもたちから七夕飾りの贈りもの

　７月は社会を明るくする運動強調月間です。７月 12 日、町
の保護司会の皆さんが役場庁舎前で出発式を行い、広報車で
巡回啓発活動を行いました。この運動は、全国一斉に行われ、
犯罪の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深めて
いただくものです。私たち鞍手町に住む一人ひとりが、自ら
の問題として犯罪・非行防止に積極的に取り組み、大人も子
どもも夢や希望を持ち、支えあって生きる明るい地域づくり
を目指しましょう。

社会を明るくする運動啓発活動
▶ふれあいと対話が築く明るい社会

　７月７日、くらじの郷で町立保育所主催の地域子育て支
援行事が行われ、今年も多くの親子連れが参加しました。
子どもたちは、保育所の先生と一緒に手や体を動かして遊
ん だ 後、 劇 団 ぱ れ っ と の 

「ヘンゼルとグレーテル」の
人形劇を鑑賞。お菓子の家
で遊んだり、知恵を絞り、勇
気を出して魔女をやっつけ
たりする兄と妹の姿に、夢
中になっていました。

静かにお話聞けたかな？
▶くらじの郷で地域子育て支援行事

吉
よ し だ

田璃
り り あ

音愛ちゃん
平成29年８月29日生まれ

２歳おめでとう☆病気やケガも全然
なくて、たくましいりりちゃん（笑）
いつも可愛い笑顔で癒やしてくれて
ありがとう�パパとママの宝物です
♡だいすき♡♡♡（父　一雅・母　
愛里さん・中山）

金
か ね だ

田凌
り ょ う た

汰くん
平成29年８月28日生まれ

２歳のお誕生日おめでとう�だん
だんおしゃべりが上手になってき
たね�歌って踊る事が大好きなりょ
うた、これからも元気にいっぱい食
べていっぱい遊んで大きくなあれ�

（父　直也さん・母　由紀さん・中
山）
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　６月 25 日、町と株式会社トライアルカンパニーが「災害
における物資供給等に関する協定」を締結しました。写真は、
株式会社トライアルカンパニー専務取締役の前原聡さんと
岡﨑町長です。協定の内容は、「地震や風水害などの災害が
発生または発生のおそれがある場合に、同社が食料や飲料、
日用品などを優先的に有償で提供」「町内の店舗の 402 台分
の駐車場を一時避難場所として提供」などとなっています。
　役場で行われた締結式で、岡﨑町長は「防災力向上につなが
る重要な協定を締結でき、感謝している」、前原専務は「地域
貢献の一環として緊急時の支援をしていきたい」と話しました。

災害時に物資や避難場所を提供
▶町とトライアルカンパニーが災害に関する協定を締結

今年は神崎区が優勝�
▶鞍手町野球大会結果

６月９日に行われた第 59 回鞍手町野球大会。今年も白熱した試合が繰り広げられました。
上位の結果は次のとおりです（丸数字は順位）。
● 結果　①神崎区②城ヶ崎区③弥生区・新中山区

　７月９日、剣南小学校の１年生が大きく育ったひまわり
を前に記念撮影を行いました。このひまわりは、「人権の花」
運動の一環として、今年の４月に児童たちが種植えをしたも
のです。児童たちは、小さな種からぐんぐん成長して、今で
は自分たちの背よりもはるかに高く伸びたひまわりを嬉しそ
うに見つめていました。
　また、記念撮影の後には、１年生から６年生までの児童た
ちが人権擁護委員のみなさんによる「いのちのまつり」の紙
芝居を見て、命があることの尊さを学んでいました。

人権の花が咲きました
▶剣南小学校で「人権の花」運動

　自衛官募集相談員は、自衛官の募集や採用に関する相談
をボランティアで行う人で、町長と自衛隊福岡地方協力本
部長から委嘱されます。７月５日、役場で委嘱状交付式が
行われ、平成 23 年から自衛官募集相談員を務める水野達彦
さん（中山）に５期目となる委嘱状が授与されました。任
期は令和元年７月１日から令和３年６月 30 日までです。
自衛官のことでわからないことがあるときは水野さん（☎
４２局１１４０番）にご相談ください。

まちの自衛官募集相談員
▶自衛官募集相談員を委嘱

８月生まれ
Happy birthday to you.

すくすく日記
▶お待ちしています
　広報「すくすく日記」のコーナー
では、発行月に誕生日を迎える
満３歳までのちびっ子を募集し
ています。９月生まれは、８月
13 日（火）までにお申し込み
ください。申し込みや問い合わ
せは、役場政策推進課政策係☎
４２局２１１１番（jouhou@
town.kurate.lg.jp）まで。
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

鞍
手
町
子
ど
も
会

連
絡
協
議
会
で
は
、

子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
く

ら
て
２
０
１
９
を
開

催
し
ま
す
。
今
年
も

子
ど
も
の
実
行
委
員

が
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

８
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら

午
後
２
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
周
辺

●
内
容　

カ
レ
ー
・
焼
き
そ
ば
・
か
き
氷
・

販
売
、
お
ば
け
屋
敷
、
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学
習
係

（
中
央
公
民
館
内
）
☎
４
２
局
７
２
０
０

番
ま
で

夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
は

子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
で

思
い
っ
き
り
遊
ぼ
う
�

●
鞍
手
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

求
む
。
力
作
。
自
信
作
。

鞍
手
美
術
展
の
出
品
作
品
を

募
集
し
ま
す

●
鞍
手
美
術
協
会

第
61
回
鞍
手
美
術
展
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

鞍
手
美
術
協
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
出
品
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

●
開
催
期
間
・
場
所　

10
月
18
日
（
金
）
か
ら
20
日
（
日
）

ま
で
・
中
央
公
民
館

●
募
集
作
品　

▽
一
般
の
作
品（
高
校
生
を
含
む
）＝
絵
画
、

書
道
、写
真
、服
飾
工
芸
、彫
刻
工
芸
、陶
芸
、生
花
▽
小
・

中
学
生
の
作
品
＝
な
ん
で
も
出
品
で
き
ま
す

●
応
募
の
決
ま
り　

▽
絵
画
＝
洋
画
は
必
ず
額
縁
に
入
れ

る
▽
書
道
＝
本
表
装
ま
た
は
仮
巻
（
裏
打
ち
）
を
す
る

▽
写
真
＝
四
つ
切
り
大
以
上
を
台
紙
に
は
る
か
額
縁
に

入
れ
る

●
出
品
料　

１
部
門
に
つ
き
千
円

●
申
込
期
間　

８
月
26
日
（
月
）
か
ら
９
月
20
日
（
金
）

ま
で
（
土
・
日
は
除
く
）。
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

開
催
要
項
や
、
出
品
票
は

８
月
26
日
（
月
）
か
ら
中
央
公
民
館
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
美
術
協
会
事
務
局
（
中
央
公
民
館
内
）

☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

粘土 森  恵津子さん
（新北）

軽量樹脂粘土でバラの大リースを作成し
ました。バラ数 20 個、小花 22 個、つぼみ
50 個、 葉 50 枚を作り、リース台にアレン
ジします。（直径 42cm）

日程 とき ところ 講師

①
６月22日（土）

午前10時30分から
新延小学校

キャリア教育　夢授業
落水洋介さん

②
９月13日（金）

午前10時35 分から
西川小学校

詩人・アーティスト
詩太（う～た）さん

③
10月12日（土）
午前10時から

室木小学校
福岡朝鮮歌舞団
金　妙穂さん

④
10月12日（土）
午前10時から

古月小学校
詩人・アーティスト
詩太（う～た）さん

⑤
10月26日（土）

午前９時30 分から
剣南小学校

福岡朝鮮歌舞団
金　妙穂さん

⑥
11月9日（土）
※時間は未定

鞍手中学校
フリーアナウンサー

松本久美子さん

⑦
11月10日（日）
午前10時から

剣北小学校
ＨＲËＡctions
芦谷浩一さん

鞍手町教育委員会では次のとおり「人権問題地区学習会」を開
催します。人権問題について、みんなで一緒に考えてみませんか。

● 問い合わせ　教育課生涯学習係（中央公民館内）☎４２局７２０
０番まで

地区学習会のお知らせ

終了しました。

第
11
回
炭
鉱
勉
強
会
を

開
催
し
ま
す

●
歴
史
民
俗
博
物
館

「
炭
坑
仕
組
み

の
語
り
部
・
栗
田

徳
さ
ん
」
が
講
師

を
務
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る
第
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回

炭
鉱
勉
強
会
を
次

の
と
お
り
行
い
ま

す
。
初
め
て
参
加

す
る
人
に
は
前
回
ま
で
の
資
料
も
配
布
し

ま
す
の
で
、
鞍
手
町
の
炭
坑
に
つ
い
て
興

味
の
あ
る
人
は
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
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９
月
１
日
（
日
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後
１
時
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分
か
ら
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時
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（
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定
）

●
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こ
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中
央
公
民
館
２
階　

視
聴
覚

室
●
問
い
合
わ
せ　

歴
史
民
俗
博
物
館
☎
４

２
局
３
２
０
０
番
ま
で
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月
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●
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ド
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プ
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神
様
の
涙
（
重

松　

清
）、
母
の
雛
（
安
住　

敦
）、
野
菊
の
墓
（
伊
藤
左

千
夫
）、仙
人
（
芥
川
龍
之
介
）、大
川
の
水
（
芥
川
龍
之
介
）、

今
も
痛
む
戦
争
中
の
傷
（
水
上
か
ず
よ
）、
ボ
ク
シ
ン
グ
選

手
の
フ
ェ
リ
ペ
・
マ
グ
ヌ
ス
（
い
し
い
し
ん
じ
）

●
問
い
合
わ
せ　

松
浦
み
ち
子
☎
４
２
局
７
８
７
５
番
ま
で

世
界
遺
産
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　

製
鉄
・
製
鋼
、

造
船
、
石
炭
産
業
」
は
、
日
本
を
世
界
の
経
済
大
国
に
押
し

上
げ
た
過
程
を
証
言
す
る
遺
産
で
、
平
成
27
年
に
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
福
岡
県
で
は
製
鉄
・
製
鋼
と

石
炭
産
業
の
分
野
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

今
回
、
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
」の
価
値
や
魅
力
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　

８
月
８
日
（
木
）
か
ら
９
月
１
日
（
日
）
ま
で
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
た
だ
し
、
９
月
１
日
は

午
後
４
時
ま
で
（
毎
週
月
曜
日
、
第
３
日
曜
日
、
祝
日
は

休
館
で
す
）

●
と
こ
ろ　

歴
史
民
俗
博
物
館

●
問
い
合
わ
せ　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
福
岡
県

世
界
遺
産
連
絡
会
議
☎
（
０
９
２
）
６
４
３
局
３
１
６
２

番
ま
で

ま
ぶ
た
を
と
じ
て
心
で
聴
く

朗
読
会
へ
ど
う
ぞ

●
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
の
会
」

明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産

福
岡
県
パ
ネ
ル
展

●
歴
史
民
俗
博
物
館

11 − 2019. ８

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100 字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

永
谷
万
年
願
盆
綱

綱
の
引
き
手
を
募
集
し
ま
す

●
町
指
定
文
化
財
永
谷
万
年
願
盆
綱
保
存
会

今
年
も
、
町
指
定
文
化
財
「
永
谷
万
年

願
盆
綱
」
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

町
指
定
文
化
財
永
谷
万
年
願
盆
綱
保
存

会
で
は
、
綱
引
き
に
参
加
し
て
く
れ
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
私
財
を
投
じ
て
永

谷
の
地
を
開
い
た
白
水
幽
心
の
恩
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
地
域
の
人
々
が

始
め
た
盆
綱
引
き
で
す
。
江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
伝
統
文
化

を
守
る
た
め
に
も
、
み
な
さ
ん
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

８
月
14
日
（
水
）
▽
子
ど
も
綱
＝
午
後
８
時
30
分
か
ら
▽
本
綱

＝
午
後
10
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

真
教
寺
下
永
谷
街
道

●
問
い
合
わ
せ　

町
指
定
文
化
財
永
谷
万
年
願
盆
綱
保
存
会（
麻
生
和
明
）

☎
４
２
局
１
９
０
４
番
ま
で

手編み

段染めの細い糸を使い、かぎ針で編み
ました。とてもおしゃれななベストが出
来上がりました。

河野ミツエさん
（手編み教室） リフォーム

長着から半コートを作るのに母の形見
の羽裏を使いました。おかげで暖かい冬
の一着が出来上がりました。

友枝欣子さん
（リフォーム教室）

人
権
子
ど
も
会
を
見
に
来
ま
せ
ん
か

●
教
育
課
生
涯
学
習
係

町
で
は
、
次
の
と
お
り
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
鞍
手
町
人
権
子
ど

も
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
人
権
学
習
や
自
学
、
体
験
学
習
等
を
楽
し
く

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
一
度
見
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
く
ら
て
人
権
な
か
よ
し
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
月
曜
日
の
午
後
４

時
30
分
か
ら
６
時
30
分
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
舟
川
隣
保
館
▽
対
象
者
＝
新

延
小
学
校
・
剣
北
小
学
校
・
剣
南
小
学
校
・
古
月
小
学
校
の
児
童

●
や
ひ
ろ
人
権
な
か
よ
し
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
の
午
後
４
時

30
分
か
ら
６
時
30
分
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
八
尋
集
会
所
▽
対
象
者
＝
西
川
小

学
校
・
室
木
小
学
校
の
児
童

●
鞍
手
中
学
生
人
権
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
月
曜
日
の
午
後
６
時
30

分
か
ら
８
時
30
分
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
舟
川
隣
保
館
▽
対
象
者
＝
鞍
手
中

学
校
生
徒

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学
習
係
（
中
央
公
民
館
内
）
☎
４
２
局
７

２
０
０
番
ま
で
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国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですINFORMATION

／８月の休館日は、７日（水）です／開館時間は午前９時から午後５時まで（１階ロビー・返却窓口は午後９時 30 分まで）
／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

　大手商社に勤務している樋口毅と田崎里美は結
婚式を終え、幸せの中、眠りに就く。しかし翌朝
目を覚ますと、そこは真四角の“箱”の中。そこ
に、ファンファーレとともにピエロが現れ、言っ
た。「アンサー・ゲームへようこそ！」
　閉じ込められ、極限状況で試される。愛か打算
か裏切りか、究極の心理ゲームが今、開幕！

アンサーゲーム
作＝五十嵐貴久

中でもこの本がオススメです。

　　一般の本

・女と男の絶妙な話。（作＝伊集院　静）
・決定版　冠婚葬祭入門（作＝一条真也）
・見物記　道草篇（作＝いとうせいこう）

今月新しく入りました。

　　子どもの本

・さんびきのおさる（作＝あべけんじ）
・ドッグマン（作＝デイブ・ピルキー）
・はたけのごちそうなーんだ？  くだもの（作＝すずきもも）

専
門
学
生
の
卒

業
を
控
え
た

２
月
、先
生
の

提
案
で
特
別
授
業
『
お

金
持
ち
に
な
る
ゲ
ー

ム
』
が
始
ま
っ
た
。
分

け
ら
れ
た
10
の
チ
ー
ム

に
渡
さ
れ
た
の
は
、
紙

と
文
房
具
。
制
限
時
間

内
に
、
紙
で
お
金
を
作

り
続
け
、
最
後
に
一
番

お
金
を
持
っ
て
い
た
チ

ー
ム
が
勝
利
と
な
る
。

ゲ
ー
ム
終
了
後
、
他
の

チ
ー
ム
を
抑
え
、
１
位

と
な
っ
た
チ
ー
ム
の
代

表
者
が
取
っ
て
い
た
驚

き
の
行
動
と
は
―
。

　

本
を
読
み
終
わ
っ
た

あ
と
「
そ
の
発
想
は
な

か
っ
た
！
」
と
驚
か
さ

れ
、
先
生
の
言
葉
に
普

段
の
自
分
の
行
動
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な

お
話
で
し
た
。

の

本
だ
な

　ひつじたちが時間をたずねるたびに「○じ」
と教えてくれるおおかみが、夜中の 12 時に
なると追いかけてくる�紳士なおおかみが豹
変していく様子がスリル満点。
　幼稚園・保育園で人気の遊び「おおかみ
さん、いまなんじ？」が絵本になりました！

おおかみさんいまなんじ？
作＝中川ひろたか

こ
れ
な
ん
な
ん
？

作
＝
ク
リ
ハ
ラ
タ
カ
シ

た
ぬ
き
だ
け
が

暮
ら
す
島
に
、

人
間
界
か
ら

い
ろ
ん
な
も
の
が
流
れ

着
き
ま
す
。Ｔ
シ
ャ
ツ
、

ホ
ー
ス
、
か
さ
…
。
た

ぬ
き
た
ち
は
使
い
方
が

わ
か
ら
な
い
の
で
物
知

り
な
長
老
に
聞
き
に
行

き
ま
す
が
、
長
老
の
記

憶
も
あ
や
ふ
や
。
知
ら

な
い
と
は
言
え
な
い
長

老
は
、
も
の
を
よ
く
見

て
、
長
老
な
り
に
使
い

道
を
想
像
し
ま
す
。
見

方
を
少
し
ず
ら
し
て
み

る
と
、
身
近
な
も
の
に

で
も
新
し
い
発
見
が
い

っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
に
気

づ
け
る
絵
本
で
す
。

お
金
持
ち
に
な
る

ゲ
ー
ム

作
＝
昆
布
山
葵

※８月の新刊は、１日（木）からの貸出となります。

本
は
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

新
た
な
本
と
の
出
会
い
は
新
た
な
人
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
。

広
が
る
本
だ
な
で
は
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、

毎
月
お
す
す
め
の
本
を
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

今
月
の
紹
介
者
は
飯
干
愛
理
さ
ん
（
司
書
）
で
す
。

広
が
る
本
だ
な

  子どものお話の会 ８月のお話の会は、10 日（土）午前 11 時から中央公民館で行います。
※参加無料・予約不要



川口浩太郎・かわぐちこうたろう
平成 11 年、山口大学医学部卒業。
平成 17 年、同大学院を卒業し学位取得。
同大学病院、山口県内の関連病院、北九州
市立八幡病院などを経て、平成 31 年から
くらて病院に消化器内科医として勤務。
・日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
・日本消化器病学会専門医・指導医
・日本消化器内視鏡学会専門医（指導医）
・日本ヘリコバクター学会認定医
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HealthDr. 川口の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

経鼻内視鏡は径５mm と細く、のどを
通る時に刺激の少ない角度で挿入される

ため、検査に伴う苦痛が少ないことが最大の利点で
す。以前は画質の低さが問題となっていましたが、
最近の経鼻内視鏡は画質が向上し、健診で十分通用
するレベルになっています。

一方、経口内視鏡はさらに画質が良く、機種に
よっては拡大観察など精密な観察を行うことがで
きます。径 10mm と経鼻内視鏡より太く、のどを
通る時の角度から刺激が生じやすいため、検査がつ
らい方は鎮静剤を使用して、楽に検査を受けること
をおすすめします。

どちらの検査が良いかは、検査の目的によって大
きく異なります。例えば、今まで異常を指摘されて
いない方が健診目的に受ける検査であれば経鼻内

視鏡検査で十分と思われますし、早期胃がんを治療
した事がある患者さんのフォローアップでは、経口
内視鏡検査で精密な観察を行うべきでしょう。担当
の医師とよく相談して、あなたに適した検査を選ん
でください。

胃の検査を初めて受けようと思っています。
「バリウム」と「胃カメラ」の
どちらが良いですか？

私は昨年、ピロリ菌を除菌しました。
もう潰瘍（かいよう）もがんもできないから
検査もしなくて良いですか？

胃カメラは、経鼻と経口のどちらが良いですか？

（35歳・男性のギモン）

（61歳・女性のギモン）

回答者

胃の検査のギモン
Ｑ＆Ａ

Ｑ１

（48歳・女性のギモン）Ｑ３

Ｑ２

どちらも良い検査ですが、検査で得
られる情報量は胃カメラのほうが多いで

す。最近では、健診で胃カメラを行う機会も増えて
おり、毎年バリウムの検査を受けていた方も２年に
１回は胃カメラの検査を受けるよう推奨されてい
ます。

また、胃カメラの検査でピロリ菌の感染が疑われ
た場合は、保険診療でピロリ菌の検査を行うことが
できます。早いうちに一度胃カメラの検査を受けて、
ピロリ菌の有無を判定することをおすすめします。

Ａ１

ピロリ菌の除菌に成功したことはとて
も良いことだと思います。ただ、除菌が成

功すると潰
か い よ う

瘍や胃がんの発生率は低下するのです
が、残念ながらゼロになるわけではありません。ま
た、除菌によりピロリ菌が陰性になった人でも、年
率２％で再陽性化することがあると報告されてい
ます。

そのようなこともあり、日本ヘリコバクター学会
では除菌成功後も毎年胃カメラでフォローアップ
を受けることをおすすめしています。

Ａ３

Ａ２

で解決�
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いきいき
健康

だより
くらじの郷保健棟☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせですINFORMATION

妊娠がわかったら、早めに母子健康手帳の交付を
受けましょう。妊娠中の生活や制度などについて保
健師が説明します。
● とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分ま

で。必ず妊婦さんご本人がお越しください。日程
の都合がつかない場合はご相談ください

● ところ　くらじの郷保健棟
● 必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）、個人番

号カードまたは個人番号通知カードと本人確認が
できるもの（運転免許証等）

母子健康手帳の交付

施設健診（個別健診）のご案内
特定健診は医療機関でも受診できます。生活習慣

病予防のためにも年に 1 度は必ず健診を受けましょ
う。特定健診は鞍手町国民健康保険に加入している
40 歳から 74 歳までの人が対象です。
● 健診受診場所　かかりつけの医療機関
● 申込方法　「特定健診受診券」を送付しますので、

役場保険健康課健康増進係まで申し込みください

直方鞍手地域救急の日のつどい
直方鞍手地域救急の日のつどいが次のとおり行われ

ます。もしもの時の備えとして、積極的に参加し、救急
医療についての正しい知識・理解を深めましょう。
● とき　９月８日（日）午前 10 時 30 分から午後０

時 30 分まで
● ところ　イオンモール直方  チューリップコート
● 内容　講演「救急医療の重要性について」、心肺

蘇生法、AED 体験、救急クイズ、パネル展示等
● 問い合わせ　福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務

所総務企画課企画指導係☎（０９４８）２１局４
８７６番まで

予防接種とは、ワクチンを接種して感染症が流行
するのを防いだり、病気にかからないように、またか
かっても重症にならないようにするためのものです。

MR（麻しん・風しん混合）ワクチンの接種について、
対象となる人に個別に通知しています。期限を過ぎ
ると実費（有料）での接種となりますので、早めに
予防接種を受けましょう。
●１期対象者　１歳から２歳未満。期限は２歳の誕

生日前日です
● ２期対象者　平成 25 年４月２日から平成 26 年４

月１日生まれ。期限は令和２年３月 31 日です

予防接種を受けましょう�

Health

　８月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者には
事前に通知をしています。ご確認ください。
● とき　健診の内容によって異なりますので詳細は

通知（案内）書をご確認ください
● ところ　くらじの郷保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・

栄養相談など

乳幼児健診・相談

区　分 期　日 対象児

４か月健診 ８月８日㈭ 平成 31 年 3 月 14 日から
平成 31 年 4 月 22 日生まれ

７か月健診
８月22日㈭

平成 30 年 12 月 28 日から
平成 31 年 1 月 24 日生まれ

12 か月健診 平成 30 年 8 月 1 日から
平成 30 年 8 月 31 日生まれ

１歳半健診
８月１日㈭

平成 30 年 1 月 5 日から
平成 30 年 2 月 1 日生まれ

３歳健診 平成 28 年 7 月 5 日から
平成 28 年 8 月 1 日生まれ

乳幼児相談 ８月６日㈫ 令 和 元 年 5 月 11 日から
令 和 元 年 6 月 7 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください。

室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じなくても、
こまめに水分・塩分、経口補水液などを補給しましょう

こまめに水分補給する

暑い季節です。熱中症を予防しましょう ！ ！

室内では…
　⇢ 扇風機やエアコンで温度を調節する
　⇢ 遮光カーテン、すだれ、打ち水をする
　⇢ 室温をこまめに確認する
外出時には…
　⇢ 日傘や帽子の着用　⇢ 日陰の利用、こまめな休憩
　⇢ 天気の良い日は日中の外出をできるだけ控える
からだの熱の蓄積を避けるために…
　⇢ 通気性が良く、吸湿性・速乾性のある衣服を着用する
　⇢ 保冷剤、氷、冷たいタオルなどでからだを冷やす

暑さを避ける
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Support国民年金からの
お知らせです

  年金の
そこが知りたい
役場国保年金係☎42局2111番

出産前後の一定期間の
国民年金保険料が免除されます

次
世
代
育
成
支
援
の
観
点
か
ら
、

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が

出
産
し
た
際
に
は
、

出
産
前
後
の
一
定
期
間
の

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

●国民年金保険料が免除される期間
出産予定日または出産日が属する月の前月から４
か月間。なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日ま
たは出産日が属する月の３か月前から６か月間

●対象者
国民年金第１号被保険者で、出産日が平成 31 年
２月１日以降の人

●届出期間・届出先
出産予定日の６か月前から届出することができま
す。また、出産後でも届出することができますので、
申請書をお近くの年金事務所または住民登録をし
ている市区町村の国民年金担当窓口に提出してく
ださい。

●申請に必要なもの
年金手帳、印かん、母子健康手帳（出産前に申請
する場合のみ）、出生証明書など出産日及び親子関
係を明らかにする書類（被保険者と子が別世帯の
場合のみ）

●問い合わせ
直方年金事務所☎２２局０８９１番または
鞍手町役場保険健康課国保年金係（内線２０１）
まで

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月

納付※ 納付※ 免除 免除 免除 免除 納付

出産
予定月

（例）出産予定月が８月の場合

※多胎妊娠の場合は５、６月も免除になります。

COMMENT
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鞍
手
中
学
校
開
校
か
ら
４
年

公
共
交
通
の
抜
本
的
見
直
し
へ

町
で
は
、
平
成
23
年
10
月
か
ら

「
す
ま
い
る
バ
ス
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
）」
と
「
も
や
い
タ
ク
シ
ー
（
予

約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
）」
の
運
行
を

開
始
し
、こ
れ
ま
で
数
回
に
わ
た
り
、

経
路
や
時
刻
、
運
賃
体
系
な
ど
を
見

直
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
は
、

鞍
手
中
学
校
の
開
校
に
合
わ
せ
、
生

徒
の
通
学
に
対
応
し
た
経
路
や
時

刻
に
変
更
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

し
か
し
、
４
年
が
経
過
し
、
通
学

に
合
わ
せ
た
運
行
時
刻
や
便
数
は
、

高
齢
者
な
ど
一
般
の
利
用
者
に
は

使
い
づ
ら
く
、
年
々
、
利
用
者
が
減

少
。
見
直
し
を
望
む
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
中
学
生
の
利
用

も
低
迷
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

町
の
公
共
交
通
に
対
す
る
財
政

負
担
も
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
公
共
交
通
の
維
持
が

難
し
く
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
町

で
は
抜
本
的
に
見
直
す
た
め
、「
鞍

手
町
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

（
網
計
画
）」を
策
定
。将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
づ

く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。

利
用
者
の
声
を
聞
き
実
態
を
調
査

交
通
網
形
成
計
画
を
策
定

網
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
町
で

は
ま
ず
、町
内
各
区
長
や
民
生
委
員・

児
童
委
員
、
鞍
手
中
学
校
生
徒
・
保

護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
ま

た
、
す
ま
い
る
バ
ス
な
ど
の
利
用
実

態
調
査
、
運
行
す
る
交
通
事
業
者
へ

の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
も
行
い
ま

し
た
。

調
査
で
は
、
バ
ス
な
ど
公
共
交
通

の
必
要
性
を
多
く
の
人
が
感
じ
て

い
る
反
面
、
利
用
者
の
生
活
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
ず
使
い
づ
ら
い
と
い
っ

た
意
見
や
、
廃
止
や
減
便
に
は
大
き

な
影
響
が
あ
る
と
い
っ
た
声
が
あ

り
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
や
利
用

実
態
の
デ
ー
タ
を
整
理
・
分
析
。
具

体
的
な
改
善
策
に
つ
い
て
、
住
民
代

表
や
学
識
経
験
者
、
交
通
事
業
者
な

ど
で
組
織
す
る
地
域
公
共
交
通
会

議
（
交
通
会
議
）
で
検
討
を
重
ね
て

い
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
計
画
案
と
し
て
ま

と
め
、
2
月
か
ら
２
度
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
（
住
民
意
見
の
募
集
）

を
実
施
。
交
通
会
議
で
最
終
的
な
調

整
、
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
6
月
に

網
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の
移
行
と

も
や
い
タ
ク
シ
ー
へ
の
転
換

網
計
画
は
、
期
間
を
6
年
間
と

し
、
基
本
方
針
や
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
13
の
施
策
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
住
民
生
活
に
大
き

な
影
響
が
考
え
ら
れ
る

①
通
学
需
要
に
応
じ
た
公
共
交
通
手

段
の
見
直
し
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
化
）

②
す
ま
い
る
バ
ス
倉
坂
線
、
泉
水
線

の
も
や
い
タ
ク
シ
ー
へ
の
転
換

の
２
項
目
（
下
図
）
は
、
令
和
2

年
4
月
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
調

整
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

も
や
い
タ
ク
シ
ー
へ
の
転
換
に

よ
り
新
た
に
設
置
す
る
乗
り
場
や

す
ま
い
る
バ
ス
み
や
わ
か
線
の
新

し
い
運
行
経
路
、
時
刻
は
、
決
定
次

第
、
町
の
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
特
に
も
や
い
タ
ク
シ
ー
へ

の
転
換
に
よ
り
、
す
ま
い
る
バ
ス
の

路
線
を
廃
止
す
る
予
定
の
地
域
で

は
、
利
用
者
を
対
象
に
し
た
説
明
会

を
行
う
な
ど
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

詳しいことは、役場地域振興課まちづくり係まで
42 局 2111 番（内線 342 番）

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定
。
中
学
生
の
通
学
利
用
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
。
す
ま
い
る
バ
ス
倉
坂
線
と
泉
水
線
は
、
も
や
い
タ
ク
シ
ー
２
路
線
に
転
換

鞍
手
町
の
公
共
交
通
の
在
り
方
を
議
論
し
て
き
た
地
域
公
共
交
通
会
議

で
「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
を
策
定
し
、
大
き
く
２
つ
の
見
直

し
案
が
決
ま
り
ま
し
た
。
１
つ
は
、
中
学
生
の
通
学
手
段
を
ス
ク
ー
ル

バ
ス
へ
移
行
す
る
こ
と
。
も
う
１
つ
は
、
中
学
生
の
通
学
に
合
せ
て
い

た
こ
と
で
利
用
し
づ
ら
く
、
一
般
の
利
用
者
が
減
少
し
て
い
た
、
す
ま

い
る
バ
ス
倉
坂
線
と
泉
水
線
を
廃
止
し
、
も
や
い
タ
ク
シ
ー
へ
転
換
す

る
こ
と
で
す
。見
直
し
案
は
、令
和
２
年
４
月
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

私
た
ち
の
バ
ス
を

も
っ
と
身
近
に
、

も
っ
と
使
い
や
す
く

②すまいるバス倉坂線、泉水線の、
もやいタクシーへの転換

①通学需要に応じた公共交通手段
　の見直し（スクールバス化）

・すまいるバス
買物や通院に対応　

・スクールバス
　中学生の通学に対応

倉坂線

泉水線

上木月線

古月線

泉水線

中学生の通学にスクールバ
スを導入。すまいるバス（み
やわか線）は、一般利用者
にとって利便性の高い運行
時刻や路線に変更

すまいるバス２路線（倉坂線、泉水線）を廃止し、
もやいタクシー上木月線を含め、再編

・すまいるバス
スクールバス機能あり
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今
月
の
納
税
（
８
月
）

●
町
県
民
税
︱
第
２
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
３

期
分

納
期
限
は
８
月
26
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
１
通
に
つ
き

１
０
０
円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

今
月
の
納
付
（
８
月
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
︱

第
２
期
分

納
期
限
は
８
月
26
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
１
通
に
つ
き

１
０
０
円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

納
税
は
安
心
・
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
金
融
機

関
へ
行
く
手
間
が
い
ら
ず
、

納
め
忘
れ
も
な
く
て
安
心
で

す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手
続

き
を
す
れ
ば
翌
月
か
ら
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
町
内
の
金
融
機
関
や
役

場
税
務
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、福
岡
ひ
び
き
信
用
金
庫
、

福
岡
銀
行
、
西
日
本
シ
テ
ィ

銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

個
人
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

個
人
事
業
税
第
１
期
分
の

納
期
限
は
９
月
２
日
（
月
）

で
す
。
個
人
事
業
税
の
納
税

は
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
産
業
振
興
、
皆
さ
ん
の
安

全
・
安
心
の
向
上
を
図
る
た

め
、
重
要
な
も
の
で
す
。
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

口
座
振
替

の
利
用
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
飯
塚
・
直
方
県
税
事

務
所
事
業
税
係
☎
（
０
９

４
８
）
２
１
局
４
９
０
３

番
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

８
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
８
月
２
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
８
月
８
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

８
月
28
日
（
水
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
ま
で
（
小
倉

補
聴
器
）

役
場
で
の
相
談
は
、受
付
順

の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談
　

▽
と
き
＝
８
月
１
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
４
時
30
分

ま
で
（
九
州
リ
オ
ン
）
▽

と
き
＝
８
月
22
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
あ
そ
う
補
聴
器
）
▽
と
き

＝
８
月
27
日
（
火
）
午
後

２
時
か
ら
４
時
30
分
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
た
は
く

ら
て
病
院
ま
で

社
会
福
祉
協
議
会
の

無
料
法
律
相
談

野
中
・
西
村
法
律
事
務
所

の
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
受
付

は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

８
月
９
日
（
金
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

８
月
26
日
（
月
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

無
料
調
停
相
談
会
の

お
知
ら
せ

直
方
調
停
協
会
で
は
、
次

の
と
お
り
無
料
調
停
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
法
律
問
題

で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

８
月
31
日
（
土
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の

お
が
た　

２
階
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
地
方

裁
判
所
直
方
支
部
庶
務
課

☎
２
２
局
０
５
２
２
番
ま
で

税
等

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

Calendar
2019 ８

く
ら
しの
情
報

17 − 2019. ８

相
談

●鞍手町役場…42局2111番
　　　（FAX…42局5693番）

●中央公民館…42局7200番
●教育課…42局7200番

●歴史民俗博物館…42局3200番
●くらじの郷…42局8811番

●社会福祉協議会…42局7800番
●地域包括支援センター…43局3019番

●上下水道課…42局0408番
●中央浄水場…42局0417番
●くらて病院…42局1231番

●鞍寿の里…42局1233番
●鞍手駅…42局0980番

●火災の発生状況…32局3211番

☎ 問い合わせ先 ☎
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くらしの情報

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
悩
み

役
場
出
張
相
談
会
で

ご
相
談
く
だ
さ
い

福
岡
県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ

で
は
次
の
と
お
り
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
人
な
ど
を
対
象
に
、

役
場
で
就
業
相
談
や
養
育
費

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

８
月
８
日
（
木
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
１
階

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
ひ

と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
☎
（
０

９
４
８
）
２
１
局
０
３
９

０
番
ま
で

身
体
障
が
い
者
の

巡
回
相
談
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ

人
を
対
象
に
次
の
と
お
り
巡

回
相
談
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

相
談
に
は
事
前
の
予
約
が
必

要
で
す
。

●
と
き　

９
月
10
日
（
火
）

受
付
時
間
は
▽
午
前
の
部

＝
午
前
９
時
30
分
か
ら
11

時
30
分
ま
で
▽
午
後
の
部

＝
午
後
０
時
30
分
か
ら
２

時
ま
で
（
予
約
人
数
に
よ

り
午
前
の
部
の
み
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
と
こ
ろ　

直
方
市
役
所　

８
階

●
相
談
内
容
　
肢
体
不
自
由

の
補
装
具
費
の
支
給
、
修

理
に
関
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
電
動
車
い
す
、
座
位

保
持
装
置
、
重
度
障
害
者

用
意
思
伝
達
装
置
に
つ
い

て
は
相
談
の
み
で
判
定
は

行
い
ま
せ
ん

●
申
込
締
切　

８
月
16
日

（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
で

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

強
化
週
間

福
岡
法
務
局
と
福
岡
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

次
の
と
お
り
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
に

平
日
の
相
談
時
間
を
延
長
し
、

土
・
日
曜
日
も
子
ど
も
に
関

す
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
の

相
談
を
法
務
局
職
員
や
人
権

擁
護
委
員
が
電
話
で
受
け
付

け
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

８
月
29
日
（
木
）

か
ら
９
月
４
日
（
水
）
ま

で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
７
時
ま
で
（
８
月
31

日
（
土
）
及
び
９
月
１
日

（
日
）
は
午
前
10
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
）。
※
強
化
週

間
以
外
は
、
平
日
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で

●
電
話
相
談
　
☎
（
０
１
２

０
）
０
０
７
局
１
１
０
番

ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
法
務

局
直
方
支
局
☎
２
２
局
１

１
４
４
番
ま
で

N
-b

iz

（
エ
ヌ
ビ
ズ
）

出
張
相
談
会
を
行
い
ま
す

直
方
市
が
設

置
し
て
い
る
無

料
の
経
営
相
談

所
「N

-biz

（
直

鞍
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
セ
ン
タ
ー
）」
で
は
、
個
別

相
談
に
よ
る『
知
恵
出
し
』で
、

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
「
夢
の

実
現
」
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
！

「
今
よ
り
良
く
な
り
た
い
」

「
起
業
・
創
業
し
た
い
」
と
考

え
て
い
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
８
月
22
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
（
１
組
約

１
時
間
、
先
着
７
組
、
相

談
無
料
、
事
前
予
約
制
）

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷　

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ　

直
鞍
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
２

８
局
７
０
８
１
番
ま
で

く
ら
じ
の
郷

ふ
れ
あ
い
棟
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
勤
労
者
ふ

れ
あ
い
棟
（
体
育
館
）
の
８

月
の
休
館
日
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

●
休
館
日　

５
日
（
月
）、
12

日（
月
・
振
休
）、18
日（
日
）、

19
日
（
月
）、
26
日
（
月
）

で
す

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

定
住
促
進
奨
励
金
の

手
続
き
は
お
早
め
に
！

鞍
手
町
で
は
、

平
成
25
年
度
か
ら

町
内
に
住
宅
を
取

得
し
て
定
住
す
る

人
を
対
象
に
、
定

住
促
進
奨
励
金
を
10
年
間
交

付
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
令
和
元
年
度
の
申
請
期

間
は
次
の
と
お
り
で
す
。
対

象
と
な
る
場
合
は
忘
れ
ず
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

交
付
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
請
期
間　

８
月
１
日

（
木
）
か
ら
10
月
31
日
（
木
）

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
は

除
く
）。
時
間
は
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
。
た
だ
し
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で

●
申
請
書
類　

①
交
付
申
請

書
②
個
人
情
報
の
取
扱
い

に
関
す
る
同
意
書
兼
宣
誓

書
③
交
付
申
請
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
④
登
記
事
項
証
明

書
⑤
住
宅
の
平
面
図
。
２

年
目
以
降
の
申
請
書
類
は

①
②
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
以
外
に
も
提
出
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
申
請
書
類
の
配
布　

申
請

書
類
①
②
③
は
、
役
場
地

域
振
興
課
で
配
布
す
る
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
④
⑤
は

申
請
者
が
準
備
し
て
く
だ

さ
い

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

役

場
地
域
振
興
課
ま
ち
づ
く

り
係
ま
で

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

忘
れ
な
い
で
ね

現
況
届
の
提
出
を

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提

出
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
引
き
続
き
手
当
て

を
受
け
る
資
格
が
あ
る
か
ど

う
か
、
年
に
一
度
確
か
め
る

も
の
で
す
。
届
け
出
を
し
な

い
と
、
資
格
が
あ
っ
て
も
証

書
に
記
載
の
有
効
期
限
以
降

の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
な
お
、

現
況
届
の
必
要
な
人
は
役
場

か
ら
通
知
し
ま
す
。

●
現
況
届
受
付
期
間　
　
　

▽
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月

１
日
（
木
）
か
ら
30
日
（
金
）

ま
で
▽
特
別
児
童
扶
養
手

当
＝
８
月
９
日
（
金
）
か

ら
９
月
11
日
（
水
）
ま
で

●
届
出
・
問
い
合
わ
せ　

役

場
福
祉
人
権
課
児
童
人
権

係
ま
で

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
に
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の

う
ち
、
未
婚
の
ひ
と
り
親
の

人
に
対
し
、
臨
時
・
特
別
措

置
と
し
て
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。

●
対
象
者　

次
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
人
が
対
象

で
す
。
①
令
和
元
年
11
月

分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
を
受
け
る
父
ま
た
は
母

②
基
準
日
（
令
和
元
年
10

月
31
日
）
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
に
婚
姻
（
法
律
婚
）

を
し
た
こ
と
が
な
い
人
③

基
準
日
に
お
い
て
、
事
実

婚
を
し
て
い
な
い
人
ま
た

は
事
実
婚
の
相
手
の
生
死

が
明
ら
か
で
な
い
人

●
支
給
額　

１
万
７
千
５
０

０
円

●
申
請
期
間　

８
月
１
日

（
木
）
か
ら
令
和
２
年
１
月

31
日
（
金
）
ま
で
（
※
児

童
扶
養
手
当
の
現
況
届
の

手
続
き
と
同
時
に
受
け
付

け
ま
す
）

●
提
出
書
類　

申
請
書
、
戸

籍
謄
本
（
抄
本
）

●
支
給
時
期　

原
則
と
し
て
、

お
知

ら
せ



児
童
扶
養
手
当
の
令
和
２

年
１
月
の
支
払
日
に
、
同

一
の
口
座
に
支
給
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
児
童
人
権
係
ま
た

は
福
岡
県
福
祉
労
働
部
児

童
家
庭
課
児
童
扶
養
手
当

係
☎
（
０
９
２
）
６
４
３

局
３
２
５
９
番
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
の

更
新
・
申
請
手
続
き
は

８
月
30
日
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
は
、

母
子
家
庭
の
母
と
子
ど
も
、

父
子
家
庭
の
父
と
子
ど
も
、

父
母
の
い
な
い
子
ど
も
の
医

療
費
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

次
の
対
象
要
件
に
該
当
し
、

手
続
き
の
案
内
が
届
い
て
い

な
い
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
使
用
し
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証

の
有
効
期
限
は
９
月
30
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
使
用
す
る
た
め
に
は
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
。
医

療
証
を
持
っ
て
い
る
人
に
は
、

更
新
手
続
き
の
案
内
を
郵
送

し
ま
す
。

●
と
き　

８
月
１
日
（
木
）

か
ら
30
日
（
金
）
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）。
時
間

は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
。
た
だ

し
木
曜
日
は
午
後
７
時
ま

で
●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
公
費
医
療
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

同
封
の
通

知
書
に
記
載
の
と
お
り

●
対
象
要
件　

町
内
に
住
所

が
あ
り
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

①
生
ま
れ
て
か
ら
18
歳
の

誕
生
日
を
含
む
年
度
末
ま

で
の
間
に
あ
る
子
ど
も
を
、

現
に
扶
養
し
て
い
る
母
子

家
庭
の
母
と
父
子
家
庭
の

父
②
小
学
校
就
学
後
か
ら

18
歳
の
誕
生
日
を
含
む
年

度
末
ま
で
の
間
に
あ
る
母

子
家
庭
の
子
と
父
子
家
庭

の
子
、
父
母
の
い
な
い
子

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

は
助
成
の
対
象
外
で
す

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を

実
施
し
ま
す

農
業
委
員
会
で

は
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
及
び
解
消

に
向
け
て
、
毎
年

１
回
農
地
の
利
用
状
況
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
８
月
中
に
調

査
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
に
応
じ
た
対
策
を
講
じ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
遊
休
農
地
と
は　

①
現
に

耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
て

お
ら
ず
、
引
き
続
き
耕
作

の
目
的
に
供
さ
れ
な
い
と

見
込
ま
れ
る
農
地
②
農
業

上
の
利
用
の
程
度
が
周
辺

の
地
域
に
お
け
る
農
地
の

利
用
の
程
度
に
著
し
く

劣
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
農
地

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
農

業
委
員
会
事
務
局
（
役
場

内
）
☎
４
２
局
２
１
１
１

番
ま
で

くらしの情報

19 − 2019. ８

危
険
な
空
家
の

解
体
費
用
を

補
助
し
ま
す

町では、町民の安全で安心な暮らしの実現を図るため、
町内の老朽危険空家等の解体撤去費用の一部を補助します。
●補助対象空家　①空家等対策の推進に関する特別措置

法第２条第１項に規定する空家等及び長屋住宅で、こ
の空家が倒壊等した場合に人の生命、身体または財産
に被害を及ぼすおそれのある状態のもの②所有権以外
の権利が設定されていないもの

　※要件はそのほかにもあります。詳しくはお問い合わ
せください

●補助対象者　①補助対象空家の所有者等②町税及び
公共料金等の滞納がない人③暴力団員等でない人

●補助金額　補助対象となる経費の２分の１以内（千
円未満切り捨て）で最大 50 万円

●交付申請　９月２日（月）から役場総務課庶務管財係
窓口で受付を開始します

●注意事項　申請前に施工業者と契約または工事に着手
している場合は補助対象外です。空家の解体・撤去
に伴い、翌年度以降の土地に対する固定資産税が増
える可能性があります

●手続きの流れ　申請者が行う手続きは、下記①④⑤⑦
です

①  町への補助金の交付申請
↓

②  町が建物の調査・判定
↓

③  申請者へ判定結果を通知
↓

④  工事の契約・着手
↓

⑤  町へ工事完了報告書を提出
↓

⑥  申請者へ補助金交付額を通知
↓

⑦  町へ補助金請求書を提出
↓

⑧  申請者へ補助金を交付
●問い合わせ　役場総務課庶務管財係まで

９月２日（月）、受付開始�
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直
鞍
広
域
消
防
本
部

消
防
吏
員
採
用
試
験

直
方
・
鞍
手
広

域
市
町
村
圏
事

務
組
合
消
防
本

部
（
以
下
、
直
鞍

広
域
消
防
本
部
）

で
は
、
次
の
と
お

り
令
和
元
年
度

消
防
吏
員
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
日　

10
月
20
日
（
日
）

●
募
集
職
種　

消
防
吏
員
（
消

防
士
・
救
急
救
命
士
（
取

得
見
込
含
む
））

●
募
集
人
員　

４
人
程
度

●
受
験
資
格　

平
成
７
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
消
防
吏
員
と
し
て

任
務
遂
行
に
支
障
の
な
い

身
体
を
有
す
る
人

●
受
験
申
込
書
配
布　

直
鞍

広
域
消
防
本
部
総
務
課
、

各
消
防
出
張
所
（
鞍
手
・

小
竹
・
若
宮
）
で
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.fdnk119.jp

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す

●
受
付
期
間　

８
月
５
日

（
月
）
か
ら
９
月
13
日
（
金
）

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
は

除
く
）。
時
間
は
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
。
た
だ
し
、
郵
送
で

の
申
し
込
み
は
９
月
６
日

（
金
）
ま
で
（
消
印
有
効
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

直
鞍
広
域
消
防
本
部
総
務

課
☎
３
２
局
１
１
３
６
番

ま
で

求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
採
用
試
験

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
次
の
と
お
り
自
衛
官
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
項
目　

海
上
・
航
空

自
衛
隊
航
空
学
生

●
資
格　

海
上
は
18
歳
以
上

23
歳
未
満
の
人
、
航
空
は

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
人

●
試
験
日　
９
月
16
日（
月・祝
）

●
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊

小
倉
駐
屯
地
・
福
岡
駐
屯

地
●
申
込
期
限　

９
月
６
日

（
金
）

●
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
飯

塚
地
域
事
務
所
☎
（
０
９

４
８
）
２
２
局
４
８
４
７

番
ま
で

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
市
町
村
振
興
協
会

で
は
、
介
護
職
員
初
任
者
研

修
の
受
講
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

●
研
修
内
容　

介
護
に
必
要

な
講
義
・
実
技

●
と
き　

10
月
24
日
か
ら
令

和
２
年
２
月
６
日
ま
で
の

指
定
の
火
・
木
曜
日
（
全

25
回
）

●
と
こ
ろ　

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

（
宗
像
市
久
原
４
０
０
番
地
）

●
募
集
人
員　

２
人
（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
受
講
料　

２
万
円

●
申
込
期
限　

９
月
30
日（
月
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
役
場
福
祉
人
権

課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
で
は
、
令
和
２
年
度
の

訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
科
目　

①
機
械
Ｃ
Ａ

Ｄ
科
②
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計

科
③
商
業
デ
ザ
イ
ン
科
④

Ｏ
Ａ
事
務
科
⑤
建
築
設
計

科
⑥
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
⑦

総
合
実
務
科

●
定
員　

各
20
人
（
⑥
の
み

30
人
う
ち
５
人
は
音
声
パ

ソ
コ
ン
コ
ー
ス
）

●
募
集
期
間　

８
月
１
日

（
木
）
か
ら
９
月
27
日
（
金
）

ま
で

●
入
校
日　

令
和
２
年
４
月

10
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ　

申
込
方
法

な
ど
詳
し
く
は
福
岡
障
害

者
職
業
能
力
開
発
校
☎
（
０

９
３
）
７
４
１
局
５
４
３

１
番
ま
で

直
方
特
別
支
援
学
校
の

授
業
を
公
開
し
ま
す

直
方
特
別
支
援
学
校
で
は
、

次
の
と
お
り
聴
覚
障
が
い
教

育
部
門
、
知
的
障
が
い
教
育

部
門
、
肢
体
不
自
由
教
育
部

門
の
授
業
を
公
開
し
ま
す
。
ま

た
、
乳
幼
児
、
児
童
生
徒
の

療
育
・
教
育
に
関
す
る
相
談
、

教
育
相
談
・
通
級
に
よ
る
指

導
の
制
度
や
申
込
方
法
等
に

関
す
る
相
談
会
も
行
い
ま
す
。

●
と
き　

９
月
18
日
（
水
）

▽
受
付
＝
午
前
９
時
か
ら

９
時
30
分
ま
で
▽
全
体
説

明
＝
午
前
９
時
30
分
か
ら

９
時
40
分
ま
で
▽
授
業
公

開
＝
午
前
９
時
50
分
か
ら

11
時
40
分
ま
で
▽
相
談
会

＝
午
前
10
時
か
ら
午
後
０

時
50
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

直
方
特
別
支
援

学
校
（
直
方
市
大
字
下
境

４
１
０
番
地
２
）

●
対
象
者　

▽
授
業
公
開
＝

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

▽
相
談
会
＝
教
育
・
療
育
・

施
設
関
係
者
の
み

●
申
込
締
切　

８
月
23
日（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

 

直
方
特
別
支
援
学
校
☎
２

４
局
５
５
７
０
番
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
等
の

就
業
を
支
援
し
ま
す

福
岡
県
ひ
と
り
親
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
次
の
と
お
り
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
お
母
さ
ん
や
お
父

さ
ん
、
ま
た
は
、
か
つ
て
母

子
家
庭
だ
っ
た
寡
婦
の
人
を

対
象
に
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修（
有

資
格
者
対
象
）通
信
制
講
習
会

●
と
き　

９
月
19
日
か
ら
11

月
20
日
ま
で
の
間
の
９
日

間
。
時
間
は
午
前
10
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

ミ
レ
・
ジ
ョ
ブ

カ
レ
ッ
ジ
飯
塚
校

●
定
員　

８
人
（
書
類
選
考
、

開
講
人
数
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
）

●
受
講
料　

無
料
。
た
だ
し

テ
キ
ス
ト
・
検
定
料
の
一
部

（
１
万
円
）
は
自
己
負
担

●
申
込
締
切　

９
月
３
日（
火
）

パ
ソ
コ
ン
Ｃ
Ｓ
検
定
コ
ー
ス

（
ワ
ー
プ
ロ
３
級・表
計
算
３
級
）

講
習
会

●
と
き　

10
月
１
日
か
ら
11

月
29
日
ま
で
の
火
・
金
曜

日
（
17
日
間
）。
時
間
は
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
後
０

時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
直
方
総

合
庁
舎

●
定
員　

10
人
（
書
類
選
考
、

開
講
人
数
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
）

●
受
講
料　

無
料
。
た
だ
し

くらしの情報

お盆の期間は、ごみとし尿の収集日
が次のとおり変更になります。
●固形燃料用（燃える）ごみ　▷月曜・

木曜の収集地区＝ 15 日（木）は収集
を休みます▷火曜・金曜の収集地区＝
13 日（火）は収集を休みます

●粗大ごみ・燃えないごみ・ペットボト
ル　全地区変更ありません

●びん・缶類　第２水曜日の収集地区
は 14 日（水）の収集を 24 日（土）
に変更します

●し尿　▷剣・古月地区＝ 11 日（日・祝）
から 15 日（木）まではくみ取りを休み
ます（タケマツ環境☎４２局４９１１番）

　▷西川地区＝ 10 日（土）から 15 日（木）
まではくみ取りを休みます（深草環境
サービス☎４２局０７１７番）

●問い合わせ　役場農政環境課生活環
境係まで

お
盆
は

ご
み
と
し
尿
の

収
集
日
が

変
わ
り
ま
す



くらしの情報
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テ
キ
ス
ト
代
の
一
部
（
５
千

円
）
は
自
己
負
担

●
申
込
締
切　

９
月
18
日

（
水
）

◆
託
児　

有
（
事
前
予
約
制
、

託
児
対
象
年
齢
は
１
歳
か

ら
就
学
前
ま
で
）

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は

福
岡
県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
飯
塚
ブ
ラ
ン

チ
☎
（
０
９
４
８
）
２
１

局
０
３
９
０
番
ま
で

牛
・
鶏
肉
料
理
に
よ
る

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー

食
中
毒
に
ご
注
意
を

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
は
鶏

や
牛
な
ど
の
腸
管
内
に
い
る

細
菌
で
、
少
量
の
菌
数
で
も

食
中
毒
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

主
な
症
状
は
下
痢
、
腹
痛
、

発
熱
で
す
が
、
ま
れ
に
合
併

症
を
引
き
起
こ
し
手
足
の
ま

ひ
な
ど
が
数
か
月
続
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

鶏
肉
に
は
高
い
割
合
（
20

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
１
０
０

パ
ー
セ
ン
ト
）
で
カ
ン
ピ
ロ

バ
ク
タ
ー
が
付
着
し
て
い
ま

す
。「
新
鮮
だ
か
ら
生
で
も

食
べ
ら
れ
る
」「
表
面
に
火

が
通
っ
て
い
る
か
ら
中
は
生

で
も
大
丈
夫
」「
お
店
の
メ

ニ
ュ
ー
だ
か
ら
生
で
も
安
心
」

は
す
べ
て
間
違
い
で
す
。

一
番
の
予
防
方
法
は
、
中

ま
で
し
っ
か
り
火
を
通
す
こ

と
で
す
。
楽
し
い
外
食
に
す

る
た
め
に
、
よ
く
加
熱
さ
れ

た
鶏
肉
料
理
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
嘉

穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
保
健
衛
生
課
食
品

衛
生
係
☎
（
０
９
４
８
）

２
１
局
４
８
１
７
番
ま
で

飲
酒
運
転
撲
滅
週
間

８
月
25
日
か
ら
31
日
は
飲

酒
運
転
撲
滅
週
間
で
す
。

飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪

で
あ
り
、「
罰
金
や
懲
役
」「
運

転
免
許
の
取
消
」「
会
社
の
解

雇
」
な
ど
、
非
常
に
重
い
罰

則
や
社
会
的
制
裁
が
課
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
事

故
は
、
被
害
者
、
加
害
者
、
そ

し
て
両
方
の
家
族
の
生
活
を
大

き
く
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。

自
分
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
周

り
の
人
が
飲
酒
運
転
を
し
な
い

よ
う
、
お
互
い
に
呼
び
か
け
合

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
飲
酒
運

転
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
迷
わ

ず
１
１
０
番
通
報
を
し
て
く
だ

さ
い
。

「
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な

い
、 

さ
せ
な
い
、 

許
さ
な
い
！  

そ
し
て
、
見
逃
さ
な
い
！ 

」

み
ん
な
の
力
で
飲
酒
運
転

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

撲
滅
へ
の

取
り
組
み
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
福
岡
県
人
づ
く
り
・

県
民
生
活
部
生
活
安
全
課

☎
（
０
９
２
）
６
４
３
局

３
１
６
７
番
ま
で

給
水
装
置
の
指
定
工
事

事
業
者
の
住
所
等
が

変
わ
り
ま
し
た

水
道
管
の
新
設
や
増
設
な

ど
給
水
装
置
の
工
事
を
行
う

事
業
者
に
指
定
し
て
い
る
三

新
建
設
の
社
名
が
株
式
会
社

三
新
建
設
に
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
社
の
住
所
が
次
の

と
お
り
変
わ
り
ま
し
た
。
水

道
工
事
は
町
が
指
定
し
た
工

事
事
業
者
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

●
株
式
会
社
三
新
建
設　

鞍

手
町
大
字
中
山
２
４
２
０

番
地
１

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水

道
課
上
水
道
庶
務
係
ま
で

ち
ょ
っ
く
ら
ふ
れ
旅

参
加
者
募
集
中
�

直
方
・
鞍
手
地
域
の
住
民

た
ち
自
ら
が
担
い
手
と
な
っ

て
手
が
け
る
体
験
交
流
型
の

イ
ベ
ン
ト
「
ち
ょ
っ
く
ら
ふ
れ

旅
」。
地
域
の
素
材
を
使
っ
た

も
の
づ
く
り
体
験
や
自
然
を

感
じ
な
が
ら
地
域
を
散
策
す

る
体
験
な
ど
、「
ち
ょ
っ
く
ら

ふ
れ
旅
」
で
し
か
味
わ
え
な

い
体
験
を
多
数
ご
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、福
岡
県
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
役
場
、
町
内
の

郵
便
局
な
ど
で
配
布
し
て
い

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

株
式
会
社

Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
（
ち
ょ
っ
く
ら
ふ

れ
旅
事
務
局
）
☎
（
０
８
０
）

４
０
５
７
局
９
７
４
３
番
ま

で
（
受
付
時
間
は
、
平
日
午

前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま

で
）

北
九
州
空
港

パ
ス
ポ
ー
ト
取
得

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

北
九
州
空
港
で
は
、
７
月

15
日
（
月
・
祝
）
か
ら
令
和

２
年
２
月
29
日
（
土
）
ま
で
に

パ
ス
ポ
ー
ト
を
新
規
取
得
ま

た
は
更
新
し
て
国
際
定
期
便

を
往
復
利
用
す
る
人
に
、
最

大
５
千
円
の
応
援
金
を
交
付

し
ま
す
。

●
支
援
金
額　

パ
ス
ポ
ー
ト

取
得
時
の
年
齢
が
12
歳
以

上
の
人
は
最
大
５
千
円
、

11
歳
以
下
の
人
は
最
大
３

千
円

●
申
込
締
切　

令
和
２
年
３

月
23
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ　

北
九
州
市

港
湾
空
港
局
空
港
企
画
課

☎
（
０
９
３
）
５
８
２
局

２
３
０
８
番
ま
で

協賛広告を募集します

　元気まつりの趣旨にご賛同いただける企業、
事業所を次のとおり募集します。ご応募お待ち
しています。
● 申込期限　８月 30 日（金）
● 協賛金額　１枠 5,000 円（縦３㎝×横５㎝・

単色）
● 広告　元気まつりチラシに掲載

● とき　10 月 27 日（日）午前９時 30 分から
● ところ　鞍手町文化体育総合施設内

出店希望者を募集します

　出店は、町内の団体やグループに限られます。
● 申込期限　８月 30 日（金）。応募多数の場合

は抽選で決定
● 出店料（予定）　１店舗 10,000 円（テントリー

ス代金など）。ただし、社会福祉法人などは
減額になる場合があります

● 申し込み・問い合わせ　くらて元気まつり実
行委員会事務局（役場地域振興課）まで

2019 くらて

広報くらてに広告を掲載しませんか。
◉掲載料（１か月あたり）

▶全一段（縦 43㎜×横 187㎜）…１万円
▶半一段（縦 43㎜×横 91㎜）…５千円

◉申し込み期限　発行日（毎月１日）の 40 日前まで
◉掲載の可否　事前審査により決定
◉申し込み・問い合わせ　役場政策推進課政策係まで

募集します!!



国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

こ
ん
な
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

外
来
診
療
で
も
使
え
ま
す
。

も
し
、
入
院
や
高
額
な
外
来

診
療
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、

早
め
に
交
付
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
認

定
証
は
国
民
健
康
保
険
税
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保

険
税
は
必
ず
納
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
国
保
年
金
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

か
ん
・
国
民
健
康
保
険
証
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
一
年
間
に
90
日
を

超
え
る
入
院
が
あ
っ
た
人

は
、
入
院
期
間
が
確
認
で

き
る
書
類
（
領
収
書
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯
員

全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
場

合
、
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代

や
入
院
、
外
来
診
療
で
の
窓
口

負
担
額
が
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
で
済
む
限
度
額
適
用
認

定
証
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
認

定
証
は
、
申
請
し
た
月
の
１
日

か
ら
し
か
使
え
ま
せ
ん
の
で
、

入
院
ま
た
は
高
額
な
外
来
診

療
が
決
ま
っ
た
と
き
は
前
も
っ

て
交
付
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
す
で
に
認
定
証
を
持
っ

て
い
る
場
合
は
、
記
載
さ
れ
て

い
る
有
効
期
限
ま
で
外
来
診
療

に
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
・
印
か
ん
・
過
去
一

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
、
入
院

期
間
が
確
認
で
き
る
書
類

（
領
収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
９
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
19
年
９
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
８
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
特
定
記
録
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

９
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
29
年
９
月
２
日
か
ら
10

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

８
月
28
日

（
水
）、
29
日
（
木
）
の
午
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のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【６月中】 【累　計】
件 数 7件（＋13） 件 数 232 件（－10）

死 者 00人（±10） 死 者 220人（－ 1）

傷 者 9 人（＋ 5） 傷 者 41 人（－17）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、県警
のホームページで校区別の詳しい情報を
確認できます。

福岡県警察 検索

直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【６月中】 【累 計】

刑法犯総数 60 件（－74） 刑法犯総数 338 件（－ 99）

オートバイ盗 1 件（－ 1） オートバイ盗 5 件（－ 1）

自転車盗難 7 件（＋ 1） 自転車盗難 39 件（＋ 9）

空き巣 3 件（± 0） 空き巣 18 件（－ 19）

生活安全課からのお知らせ

　 休日の夜間の体調不良は

急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

休日
在宅医

（かっこ内は前年比）

● とき　９月 11 日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　中間市中央公民館（中間市蓮花寺）
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

直方鞍手医師会ホームページよりご確認
いただけます。
http://chokuan-medical.jp/
touchoku/touchoku.cgi



前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
高
齢
者
支
援
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
書
類
、
印
か
ん
、

取
り
に
来
る
人
の
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
等
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

町
で
は
、
緊
急
時
や
災
害

時
な
ど
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
高
齢
者
夫
婦
の
世
帯
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
を
民
生
委

員
が
訪
問
し
、
世
帯
の
状
況
な

ど
を
聞
き
取
り
調
査
し
ま
す
。

民
生
委
員
は
身
分
証
を
携

帯
し
て
お
り
、
登
録
手
数
料

や
金
品
の
請
求
を
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

聞
き
取
り
し
た
内
容
は
、
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
、

緊
急
時
・
災
害
時
救
護
活
動

及
び
更
新
調
査
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
民
生

委
員
が
お
伺
い
し
た
と
き
は

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者　

①
60
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

世
帯
②
高
齢
者
夫
婦
（
夫

65
歳
以
上
・
妻
60
歳
以
上
）

の
み
の
世
帯
③
そ
の
他
高

齢
者
の
み
の
世
帯
④
民
生

委
員
が
対
象
者
と
し
て
適

当
と
判
断
す
る
世
帯

●
訪
問
期
間　

８
月
１
日
か

ら
11
月
末
ま
で

●
調
査
内
容　

現
在
の
世
帯

状
況
や
緊
急
連
絡
先

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

ル
ー
ル
を
守
ろ
う
�

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

「
野
焼
き
」
と
は
、
家
庭
ご

み
や
せ
ん
定
し
た
枝
な
ど
を

屋
外
で
焼
却
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
積
み
上
げ

て
燃
や
し
た
り
、
穴
を
掘
っ
て

燃
や
し
た
り
す
る
ほ
か
、
ド
ラ

ム
缶
な
ど
の
簡
易
な
構
造
の

焼
却
炉
を
使
用
し
て
燃
や
す

こ
と
も
野
焼
き
と
同
じ
扱
い

に
な
り
ま
す
。
野
焼
き
は
、「
廃

棄
物
の
不
適
正
な
処
理
の
防

止
」「
周
辺
地
域
の
生
活
環
境

に
与
え
る
影
響
」
か
ら
原
則

禁
止
さ
れ
、
罰
則
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。
近
隣
に
住
む

人
へ
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に

も
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政
環

境
課
生
活
環
境
係
ま
で

ご
み
の
不
法
投
棄
、

ポ
イ
捨
て
は
犯
罪
で
す

不
法
投
棄
と
は
、
廃
棄
物

を
適
正
に
処
理
せ
ず
道
路
や

空
き
地
等
に
捨
て
る
行
為
で

す
。空
き
缶
、ガ
ム
の
包
み
紙
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
軽
微

な
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
も
不
法

投
棄
に
な
り
ま
す
。

町
内
で
も
夜
間
、
人
目
に

つ
き
に
く
い
場
所
や
道
路
沿

い
、
農
地
や
水
路
、
荒
廃
地

な
ど
に
不
法
投
棄
、
ポ
イ
捨

て
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
町

で
は
、
啓
発
看
板
の
設
置
や

警
察
と
連
携
し
て
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
う
な
ど
不
法
投
棄
の

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政

環
境
課
生
活
環
境
係
ま
で

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
の
お
礼

町
で
は
、「
平
成
27
年
以

前
か
ら
町
内
に
住
ん
で
い
る

人
」「
平
成
28
年
以
降
に
町
内

に
転
入
し
た
人
」「
平
成
28
年

以
降
に
町
外
に
転
出
し
た
人
」

の
中
か
ら
無
作
為
に
選
ん
だ

１
千
５
０
０
人
の
み
な
さ
ん

に
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
、
６

月
中
の
回
答
を
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
回
答
は
、
今
年

度
策
定
す
る
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
等
の
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
期
間
中
に
回
答
で

き
な
か
っ
た
人
は
、
現
在
も
回

答
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
政
策

推
進
課
政
策
係
ま
で

次
の
方
々
か
ら
香
典
返
し

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
か
っ

こ
内
は
故
人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
栗
田
政
倫
様
＝
立
林（
和
子
）

▽
川
本
憲
作
様
＝
新
北
（
恵

美
子
）

▽
岡
部　

尚
様
＝
唐
ヶ
崎
（
恭

子
）

▽
阿
髙
諒
一
様
＝
城
ヶ
崎
（
輝

子
）

●
く
ら
て
病
院
へ

▽
川
本
憲
作
様
＝
新
北
（
恵

美
子
）

▽
阿
髙
諒
一
様
＝
城
ヶ
崎
（
輝

子
）
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セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！
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◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！
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障がいのある人や高齢者、妊産婦など、
車の乗り降りや移動に配慮の必要な人が、公
共施設、店舗等の障がい者専用の駐車場な
どに車をとめ、安心・安全に施設を利用で
きるように支援する制度です。

対象となる人には「ふくおか・まごころ
駐車場」の利用証を発行します。利用証は
対象となる人が運転または同乗されている
場合に利用できます。

利用できる駐車場は「ふくおか・まごこ
ろ駐車場」の目印ステッカー（Ａ３サイズ）
が掲示されている駐車場です。
※対象者には障がい者手帳の等級などの条

件があります。
※利用証の発行には、申請書の提出と確認

書類の提示が必要となります。
● 問い合わせ　福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環

境事務所社会福祉課☎２３局３１１９番まで

↑このステッカーが目印です



広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

● 町の人口・６月の人の動き

令和元年８月号  No.716

・人口　15,951 人
・男性　 7,580 人
・女性　 8,371 人
・世帯数  7,518 世帯

（令和元年６月 30 日現在）

・出生  4 人
・死亡  11 人
・転入  37 人
・転出    59 人

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

８月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 木 １歳半、３歳健診（くらじの郷保健棟、14 ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14 時～ 16 時 30 分、17 ページ参照）

2 金 補聴器相談（役場：13 時～ 14 時、17 ページ参照）

3 土

4 日

5 月

6 火 乳幼児相談（くらじの郷保健棟、14 ページ参照）

7 水

８ 木
世界遺産「明治日本の産業革命遺産」福岡県パネル展（９月１日まで）

（歴史民俗博物館、11 ページ参照）
４か月健診（くらじの郷保健棟、14 ページ参照）
補聴器相談（役場：11 時～ 12 時、17 ページ参照）

９ 金 無料法律相談（くらじの郷：13 時～ 16 時、17 ページ参照）

10 土 子どものお話の会（中央公民館：11 時～、12 ページ参照）

11 日 山の日　

12 月 振替休日　

13 火

14 水

15 木

16 金

17 土

18 日

19 月

20 火

21 水

22 木 ７か月、12 か月健診（くらじの郷保健棟、14 ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14 時～ 17 時、17 ページ参照）

23 金

24 土

25 日 子どもフェスタくらて 2019（中央公民館：９時～ 14 時 30 分、
10 ページ参照）

26 月
町県民税（第２期分）、国民健康保険税（第３期分）、
後期高齢者医療保険（第２期分）納期限（17 ページ参照）
心配ごと相談（くらじの郷：13 時～ 15 時、17 ページ参照）

27 火 補聴器相談（くらて病院：14 時～ 16 時 30 分、17 ページ参照）

28 水 補聴器相談（役場：13 時～ 14 時、17 ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時 30 分～ 17 時 15 分、22 ページ参照）

29 木 介護保険証交付（役場：８時 30 分～ 19 時、22 ページ参照）

30 金

31 土

【アジのソテー　フレッシュトマトソース】１人当たりの栄養価　259kcal

　

【ズッキーニの串揚げ　カレー風味】　１人当たりの栄養価　169kcal

テーマ
「夏野菜を食べよう!!」

■材料（４人分）
アジ（３枚おろし・４尾）、塩（小さじ 1/2）、こしょう（少々）、
小麦粉（適宜）、グリーンアスパラ（180g）、サラダ油（大
さじ４）、塩（小さじ 1/3）、完熟トマト（250g）、【Ａ…オリー
ブ油（大さじ１）、塩（小さじ 1/3）、こしょう（少々）】

■材料（４人分）
ズッキーニ（２本・300g）、【Ｂ…小麦粉（大さじ４）、水（大
さじ４）、カレー粉（小さじ２）】、パン粉（適宜）、揚げ油

（適宜）、ウスターソース（大さじ２）

■作り方
① トマトはへたをくりぬいて、横

半分に切る。種を除いて１cm
角に切り、ボウルに入れる。

② 材料【Ａ】のオリーブ油、塩、
こしょうを加えて混ぜ合わせ、
トマトソースを作る。

③ アジは両面に塩、こしょうをふる。アスパラは根元のか
たい皮をピーラーでむき、長さを半分に切る。

④ フライパンにサラダ油大さじ１を中火で熱し、アスパ
ラを入れて、２～３分焼き、塩をふって取り出す。

⑤ アジに小麦粉を薄くまぶす。フライパンをさっと洗っ
て水けをふき、残りの油を中火で熱し、アジを両面焼く。
器に盛り、アスパラを添えて、トマトソースをかける。

■作り方
① ズッキーニはへたを切り除いて

12 等分の輪切りにし、２列ず
つ並べて竹串に刺す。

② ボウルに材料【Ｂ】を入れ、泡
立て器でよく混ぜる。スプー
ンを使って①にまんべんなくか
け、パン粉をまぶす。

③ 揚げ油を 170℃に熱し、②を入れて３分ほど揚げる。器
に盛りウスターソースを添える。

夏野菜の効用
　夏野菜は夏に不足しがちなカリウムやビタミン類などを摂取でき
ます。身体の内側から涼しくして夏バテや熱中症を予防しましょう。

きゅうり 酸がビタミン C を破壊する酵素の働きを抑えるのでサラダ
や酢の物がおすすめです。

ピーマン
トマト

豊富に含まれるビタミンＡは油と一緒にとると吸収率が上
がります。

ほかにも、オクラ、いんげん、なす、かぼちゃ等たくさんの種類が
あります。

１日 350g（５皿）の野菜を食べましょう！


